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総
会
は
、
司
会
者
の
畠
山
常

任
幹
事
の
開
会
あ
い
さ
つ
で 

始
ま
り
、
初
め
に
、
阿
部
元
顧

問
を
は
じ
め
、
こ
の
一
年
間
で 

亡
く
な
ら
れ
た
会
員
の
ご
冥

福
を
祈
り
、 

黙
と
う
を
行 

い
ま
し
た
。 

続
い
て
、 

議
長
団
に
、 

徳
茂
代
議 

員
（
自
治 

退
）
花
村 

代
議
員 

（
農
水
退
）
の
２
名
を
選
出
、

議
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
総
会
各

種
委
員
を
任
命
し
、
野
田
会
長

あ
い
さ
つ
、
神
保
連
合
事
務
局

長
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

   
日
本
退 

職
者
連
合 

の
活
動
に 

積
極
的
に 

取
り
組
ま 

れ
、
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

〇
私
た
ち
は
世
界
中
の
平
和

を
願
っ
て
運
動
を
進
め
て
き 

 

 

た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
、

イ
ラ
ン
で
の
戦
闘
は
終
結
の

気
配
も
な
く
、
マ
ス
コ
ミ
は
報

道
す
る
だ
け
で
あ
り
、
単
な
る

情
報
の
垂
れ
流
し
は
止
め
る

時
で
あ
る
。 

政
府
は
「
防
衛
費
増
大
」「
非

核
三
原
則
見
直
し
」「
憲
法
改

正
」
な
ど
過
度
な
現
状
変
更
を

進
め
て
い
る
が
、
私
た
ち
は
、

「
核
兵
器
を
持
た
ず
・
作
ら

ず
・
持
ち
込
ま
せ
ず
」
と
の
「
非

核
三
原
則
」
を
堅
持
す
る
。「
憲

法
改
正
」
に
つ
い
て
も
、
憲
法

を
改
正
す
る
の
で
は
な
く
、
憲

法
を
守
れ
る
社
会
を
つ
く
る

こ
と
、
こ
れ
が
国
会
議
員
の
仕

事
で
あ
る
。
定
数
削
減
は
、
今

国
会
で
は
見
送
り
に
な
っ
た

が
、
選
挙
制
度
は
民
主
主
義
の

根
幹
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
状

況
に
も
関
わ
ら
ず
、
高
市
総
理

の
支
持
率
が
下
が
ら
な
い
こ 

 

と
を
不
思
議
に
思
う
。 

〇
物
価
や
社
会
保
障
の
分
野

で
私
た
ち
の
負
担
増
が
相
次

い
で
い
る
。
次
の
世
代
が
住
み 

や
す
い
社
会
を
、
持
続
可
能
な

社
会
保
障
を
と
考
え
て
お
り
、

世
代
間
対
立
だ
け
は
避
け
た

い
と
考
え
る
。 

〇
今
回
の
組
織
実
態
調
査
で

３
年
間
で
約
６
万
人
の
会
員

減
少
と
な
っ
た
。
産
別
・
地
方

退
連
で
の
組
織
拡
大
を
お
願

い
す
る
。
ま
た
、
退
連
で
は
「
政

策
・
制
度
要
求
」
を
策
定
し
、

関
係
府
省
・
組
織
内
議
員
へ
の

要
請
を
行
っ
て
い
る
。
地
方
退

連
は
2025
年
度
も
地
域
の
課
題

を
取
り
上
げ
、
各
知
事
な
ど
に

要
請
し
て
い
る
。 

〇
「
人
生
は
後
半
が
面
白
い
」。

退
職
し
て
残
り
の
人
生
、
社
会

に
参
加
・
参
画
す
る
、
政
治
に

も
の
を
言
う
、
組
織
と
し
て
挑

戦
で
き
る
、
こ
ん
な
楽
し
い
生

き
方
は
な
い
と
思
う
。
退
職
者

連
合
設
立
40
年
に
向
け
て
、

次
の
世
代
が
生
き
や
す
い
よ

う
、
平
和
な
社
会
に
な
る
よ
う

に
、「
ち
い
さ
な
こ
と
か
ら
始

め
る
勇
気
、
大
河
に
す
る
根
気
」

で
あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
。 

 

畠山常任幹事 

 

日
本
退
職
者
連
合
は
第
30
回
定
期
総
会
を
、
７
月
15
日
、
連
合
会
館
で
代
議
員
・
傍

聴
者
な
ど
、
約
200
名
を
参
集
し
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
は
こ
の
１
年
間
の
活
動
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
は
じ
め
と
す
る
重
要
課
題
の
取
り
組
み
な
ど
2026

年
度
の
運
動
方
針
、
２０２６
年
度
政
策
・
制
度
要
求
、
組
織
拡
大
第
３
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
等
を
満
場
一
致
で
確
認
し
、
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 
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連
合
へ
の 

ご
理
解
と
ご 

協
力
、
ご
指 

導
あ
り
が
と 

う
ご
ざ
い
ま
す
。 

〇
26
春
闘
は
、
基
本
方
針
の

５
％
以
上
の
賃
上
げ
を
３
年

連
続
で
達
成
で
き
た
が
生
活

の
豊
か
さ
を
実
感
す
る
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
最
賃
交
渉
の

環
境
整
備
を
さ
ら
に
進
め
、
全

体
の
賃
上
げ
に
つ
な
げ
、
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
く
。 

〇
今
年
２
月
の
衆
院
選
挙
は
、

突
然
の
解
散
で
短
期
決
戦
と

な
っ
た
。
新
た
な
政
党
立
ち
上

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
難
し
い

組
織
調
整
を
す
る
こ
と
に
な

り
、
連
合
推
薦
議
員
の
多
く
が

議
席
を
失
い
、
連
合
フ
ォ
ー
ラ

ム
議
員
も
大
幅
に
減
少
し
た
。

今
の
国
会
は
、
数
の
力
に
よ
る

押
切
型
の
政
治
で
、
我
々
が
望

む
真
の
民
主
主
義
か
ら
ほ
ど

遠
い
。
も
う
一
回
力
を
入
れ
直

し
て
し
っ
か
り
と
し
た
体
制

を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

来
年
の
統
一
地
方
選
挙
、
そ
の

先
の
参
議
院
選
挙
に
向
け
て
、

改
め
て
強
化
を
し
て
い
く
。 

〇
連
合
の
第
１
次
男
女
平
等

参
画
推
進
計
画
決
定
か
ら
35

年
。
制
度
な
ど
前
進
も
あ
る
が

課
題
が
多
い
と
認
識
し
て
い

る
。「
第
６
次
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
」
に
は
旧
姓
使
用
拡

大
の
法
制
度
が
持
ち
込
ま
れ

た
が
、
議
論
の
進
め
方
を
見
て

も
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
て
し
っ

か
り
と
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
。
引
き
続
き
男

女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
の

取
り
組
み
を
進
め
る
。 

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
る 

 

資
格
審
査 

委
員
長
報
告 

に
よ
り
、
総 

会
成
立
宣
言 

を
行
い
、 

一
般
経
過
報
告
、
会
計
決
算
報

告
、
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
質

疑
の
後
、
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
第
１
号
議
案
・
２０２６

年
度
運
動
方
針
（
案
）
第
２
号

議
案
・
２０２６
年
度
予
算
（
案
）、

第
３
号
議
案
・
２０２６
年
度
政
策
・

制
度
要
求
（
案
）、
第
４
号
議

案
・
第
２
次 

組
織
拡
大
プ 

ラ
ン
第
３
期 

ア
ク
シ
ョ
ン 

プ
ラ
ン
（
案
）
の 

の
提
案
が
あ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
  

 

 
 
 
 

り
、
質
疑
の 

後
、
満
場
一 

致
で
承
認 

さ
れ
ま
し 

た
。 

 
一
安  

代
議
員
（
退
女
教
） 

選
択
的
夫 

婦
別
姓
の
取 

り
組
み
に
つ 

い
て
は
、
28 

年
ぶ
り
に
衆
院
法
務
委
員
会

で
審
議
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
は  

多
く
の
署
名
を
集
め
、
今
度
こ

そ
は
と
思
っ
て
い
た
が
、
衆
院

解
散
で
廃
案
と
な
り
納
得
で

き
な
い
。
日
本
は
唯
一
の
夫
婦

同
姓
制
度
で
あ
り
、「
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
」
を
絶
対
に
進

め
て
ほ
し
い
。
今
後
の
方
針
を

伺
い
た
い
。 

 

内
海 

代
議
員
（
日
退
教
） 

「
女
性
躍 

進
・
男
女
共 

同
参
画
重
点 

方
針
2026
」
で 

は
、
高
市
総
理
に
よ
る
、
議
論

経
過
に
な
い
案
を
出
し
て
く

る
と
い
う
独
裁
者
的
行
動
に

我
慢
が
な
ら
な
い
。
男
女
共
同

参
画
基
本
法
が
成
立
し
30
年

近
く
、
計
画
も
第
６
次
に
亘
る

が
、
今
の
状
況
で
は
漫
然
と
し

て
進
め
て
い
る
と
し
か
思
え

な
い
。
自
民
党
の
意
図
は
、
家

族
は
助
け
合
わ
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
憲
法
に
変
え

て
い
こ
う
と
す
る
方
向
性
と

考
え
ら
れ
る
。
私
た
ち
の
組
織

は
ど
こ
に
重
点
を
置
い
て
い

く
か
、
取
り
組
み
を
共
有
し
て

い
た
だ
き
た
い
。 

 

藤
川 

代
議
員
（
福
岡
退
連
） 

九
州
ブ
ロ
ッ 

ク
は
、
沖
縄
退 

連
と
連
携
し
、 

沖
縄
知
事
選
は 

現
職
「
玉
城
デ
ニ
ー
」
勝
利
に

向
け
て
共
に
戦
う
。
各
県
の
皆

さ
ん
に
も
ご
理
解
と
協
力
を
、

退
職
者
連
合
に
も
ご
指
導
を

お
願
い
す
る
。
非
常
に
厳
し
い

選
挙
戦
と
な
っ
て
い
る
。
理
由

は
、
辺
野
古
の
船
転
覆
事
故
を
、

自
民
・
維
新
が
中
心
に
な
り
玉

城
知
事
と
の
関
係
に
繋
げ
て

い
る
か
ら
だ
。
な
ぜ
沖
縄
で
辺

野
古
基
地
反
対
闘
争
が
起
き

て
い
る
の
か
、
き
れ
い
な
海
を

埋
め
立
て
る
と
い
う
環
境
破

壊
も
あ
る
が
、
米
軍
基
地
を
減

ら
し
て
も
ら
い
た
い
の
が
原

点
に
あ
る
。
自
民
党
推
薦
候
補

が
勝
つ
様
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に

高
市
政
権
が
押
し
進
め
る
軍

事
増
強
を
沖
縄
に
更
に
負
担

連
合 

神
保
事
務
局
長 

あ
い
さ
つ 

～祝電・メッセージ～ 

〇中道改革連合 

〇立憲民主党 

〇国民民主党 

〇社会民主党 

〇公明党 

◇中央労福協 

◇労金協会 

◇こくみん共済coop 

＊国会会期末直前のため、 

友好政党からはメッセージ 

を頂きました。 

神保事務局長 

右から大内・岩崎・髙橋副事務局長 宇田川事務局長

０４５ 
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を
求
め
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
り
、
負
け
ら
れ
な
い
。
沖
縄

の
皆
さ
ん
方
と
の
連
帯
を
訴

え
る
。 

 

二
牟
礼 

代
議
員
（
鹿
児
島
退
連
） 

①
連
合
が 

支
援
す
る
政 

党
が
こ
の
ま 

ま
の
状
況
で 

は
地
方
選
挙
、
総
選
挙
、
参
院

選
挙
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
、

私
ど
も
自
身
と
し
て
も
力
が

入
ら
な
い
。
中
道
、
立
憲
、
公

明
の
３
党
に
加
え
て
他
の
野

党
と
も
結
集
を
目
ざ
し
、
退
職

者
連
合
と
し
て
、
戦
い
を
応
援

す
る
と
い
う
方
針
を
反
映
さ

せ
る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い 

か
。 

            

②
「
皇
室
典
範
」
の
改
正
に

つ
い
て
、
現
在
の
改
正
案
は
国

民
の
総
意
と
は
な
っ
て
い
な

い
。
退
職
者
連
合
と
し
て
反
対

の
行
動
を
起
こ
し
て
も
ら
い

た
い
。 

 

川
越 

代
議
員
（
徳
島
退
連
） 

①
政
策
・ 

制
度
要
求
は 

継
続
課
題
も 

含
め
て
、
各 

自
治
体
に
要
請
し
て
お
り
、
参

加
者
の
意
識
改
革
に
も
つ
な

が
り
、
組
織
拡
大
に
も
活
用
可

能
に
な
る
よ
う
、
積
極
的
に
取

り
組
む
。 

②
大
規
模
災
害
の
対
応
要

望
と
し
て
、
防
災
庁
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
を
評
価
し
、
今
後
、 

           

 

防
災
・
減
災
の
政
策
・
制
度
対

応
を
ど
こ
に
ど
の
様
に
要
請

す
る
の
か
、
指
導
を
お
願
い
す

る
。
徳
島
の
状
況
と
し
て
防

災
・
減
災
あ
る
い
は
広
報
を
各

自
治
体
に
求
め
て
い
る
。
各
地

の
災
害
を
見
て
い
る
と
、
官
・

民
の
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て

い
な
い
事
が
見
受
け
ら
れ
る

の
で
、
そ
の
対
応
な
ど
も
併
せ

て
提
案
す
る
よ
う
要
望
す
る
。 

            

 

続
い
て
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採

択
、
総
会
宣
言
を
採
択
し
、
各

種
委
員
の
解
任
、
議
長
団
解
任

あ
い
さ
つ
の
後
、
野
田
会
長
の

先
唱
に
よ
り
、「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
を
会
場
全
体
で
行
い
、

総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

＊
総
会
資
料
「
会
長
あ
い
さ
つ
」「
議

案
書
（
第
１
号
議
案
、
第
３
号
議
案
、

第
４
号
議
案
）」「
総
会
宣
言
」
は
、
退

職
者
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

＊
2026
年
組
織
実
態 

調
査
ま
と
め
は
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 

       
 

         

                  

 

若者へつなごう

・組織強化・拡大の取り組みで、

政策・制度要求を実現しよう！

・憲法が保障する平和的生存権を

不断の努力で未来につなごう！

・全世界が安心できる持続可能な

社会保障を構築しよう！

・誰もが個人として尊重される

ジェンダー平等社会をめざそう！

総会後の主な活動予定 

・７月 27日：2026年度政策・制度要求 要請行動 

   農林水産省・国土交通省・財務省・厚生労働省 

・８月 17～19日：2026年度政策・制度要求 要請行動 

   中道改革連合・立憲民主党・国民民主党・社民党・公明党 

・８月 26日：2026年度 第１回三役会、第１回幹事会 

・９月 15日：2026全国高齢者集会 

・９月 16日：2026年地方代表者会議 

野田会長の先唱で 

「団結ガンバロー」 会場全体で「団結ガンバロー」 

 

◇
日
本
退
職
者
連
合
◇ 

結
成
35
周
年 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン 

日
本
退
職
者
連
合
は
、

一
九
九
一
年
十
一
月
二
〇

日
、
日
本
高
齢
・
退
職
者

団
体
連
合
と
し
て
結
成
さ

れ
、
今
年
35
周
年
を
迎
え

ま
す
。 

35
周
年
を
記
念
し
、
７

月
14
日
に
、
連
合
本
部
や

労
働
福
祉
協
会
、
産
別
・

関
連
退
職
者
連
合
、
地
方

退
職
者
連
合
を
招
い
て
の

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
、
こ
れ
ま
で
の
感
謝
と

さ
ら
な
る
躍
進
を
期
し
ま

し
た
。 

併
せ
て
、
結
成
30
年
か

ら
５
年
間
の
軌
跡
を
ま
と

め
た
小
冊
子
「
躍
進
」
を

作
成
し
ま
し
た
。 
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本
会
議
は
、
退
職
者
連
合
三
役
・

常
任
幹
事
、
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
代
表

幹
事
が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。 

 

野
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

総
会
議
案
に
つ
い
て
、
宇
田
川
事

務
局
長
は
じ
め
副
事
務
局
長
よ
り

説
明
が
さ
れ
、
各
議
案
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
、
翌
日
の
第
30

回
定
期
総
会
に
向
け
て
、
意
思
疎

通
を
図
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
当
面
す
る
取
り
組
み
や 

2026
全
国
高
齢
者
集
会
の
概
要
に
つ

い
て
確
認
を
行
い
ま
し
た
。 

出
さ
れ
た
主
な
意
見
（
概
要
） 

・
医
療
費
の
高
額
化
に
つ
い
て
。
退

連
と
し
て
、
関
連
す
る
制
度
の
背

景
な
ど
に
批
判
や
検
証
を
行
っ
て

も
ら
い
た
い
。 

・
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ
い
て
。
加

入
よ
り
死
亡
や
退
会
者
が
多
い
の

が
現
状
。
現
在
は
６５
歳
過
ぎ
て
も

働
く
人
が
五
割
を
超
え
る
。
名
称

変
更
な
ど
、
今
の
時
代
に
合
わ
せ

て
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
て
は
ど
う
か
。 

・「
皇
室
典
範
」
ば
か
り
が
話
題
と

な
り
「
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
」
議

論
が
ど
こ
か
に
行
っ
た
。
今
後
の

取
り
組
み
を
ど
う
す
る
の
か
。 

・
２
年
後
の
参
院
選
や
地
方
選
に

つ
い
て
。
中
道
改
革
連
合
へ
の
各

級
議
員
の
動
向
等
に
つ
い
て
、
ど

う
考
え
て
い
る
か
。 

・「
認
知
症
基
本
法
」
へ
の
政
策
・

制
度
要
望
を
具
体
的
に
ど
う
す
る

の
か
示
し
て
も
ら
い
た
い
。 

・
衆
議
院
選
結
果
に
愕
然
と
し
た
。

来
年
の
地
方
選
を
見
据
え
、
岡
山

で
は
政
党
等
を
超
え
て
地
方
議
員

を
集
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

・
沖
縄
の
新
基
地
建
設
反
対
運
動

は
大
変
厳
し
く
、
弱
体
化
し
て
い

る
。
引
き
継
き
の
支
援
を
お
願
い

す
る
。 

・
沖
縄
で
の
基
地
公
害
と
い
わ
れ

る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
水
の
問
題
に
つ

い
て
原
因
究
明
の
運
動
が
必
要
。 

・
政
権
に
つ
い
て
、
今
の
平
和
憲
法
、

基
本
的
人
権
な
ど
尊
重
す
る
部
分

に
手
を
付
け
よ
う
と
す
る
改
憲
に

構
え
て
い
き
た
い
。 

             

２０２６
全
国
組
織
代
表
者
会
議
を
開
催 

７
月
14
日
（
火
）
13
時
30
分
よ
り
連
合
会
館
で
、
産
別
・
関
連
退
職
者
連
合
、
地
方
退 

職
者
連
合
の
代
表
者
に
よ
る
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 

会
議
で
は
、
第
30
回
定
期
総
会
の
議
案
内
容
お
よ
び
当
面
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
意 

見
交
換
と
意
思
疎
通
を
図
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
議
の
後
半
は
学
習
会
を
開
催
し
、
阿
部
知
子
前
衆
議
院
議
員
か
ら
『
内
外
の
政 

治
情
勢
に
つ
い
て
』
と
題
し
た
講
演
を
受
け
ま
し
た
。 

演題「内外の政治情勢について」 

・崩壊する民主主義・大政翼賛化  ～今回成立した安全保障関連の問題法～ 

 

  

学習会は、前衆議院議員の阿部知子さんより、今国会会期末の現時点で問題法案と指摘

する「国旗損壊罪」「個人情報保護法」「皇室典範」「公職選挙法」「議員定数削減」「副首

都圏構想法」等について、法案の目的や問題点、批判の声、懸念リスク、国会での具体的

審議状況などについて説明をいただき、認識を深めるとともに、退職者連合としての今後

の取り組みなどを考える機会となりました。 

また、今国会で成立した社会保障関連法の解説では、医療保険制度改革の主な改正内容や、65歳以上の 

一人暮らしの者の傾向、有料老人ホーム制度の見直しをはじめ、国の高齢者政策における「介護老人保健施

設（老健）」の役割の変化や、今後（2040年）に向けた最大の論点として「在宅復帰」理念の限界や「老

健」の次なるデザイン、「地域全体の役割分担」の再設計など、身近で重要な課題を解説して頂き、これから

の政策・制度要求の取り組みに反映していくことを全体で確認しました。 

学 習 会

・今国会で成立した社会保障関連法 ～憲法２５条に反する～ 

講師 阿部 知子さん（前衆議院議員・小児科医） 

阿部 知子さん 

＊
2025
年
度
一
般
活
動
報
告
、
宇
田
川 

事
務
局
長 

＊
第
１
号
議
案
（
2026
年
度
運
動
方
針 

 

案
）、
宇
田
川
事
務
局
長 

＊
第
２
号
議
案
（
2026
年
度
予
算
案
） 

大
内
副
事
務
局
長 

＊
第
３
号
議
案
（
2026
年
度
政
策
・
制

度
要
求
案
）、
岩
崎
副
事
務
局
長 

＊
第
４
号
議
案
（
組
織
拡
大
プ
ラ
ン

第
３
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

案
）、
髙
橋
副
事
務
局
長 

 


